
 

 

御 祭 神 

中 御 前 

応神天皇（おうじんてんのう）(第 15 代) 〔誉田別尊（ほんだわけのみこと〕 

 

西 御 前 

比咩大神（ひめおおかみ） 〔多紀理毘賣命（たぎりびめのみこと）・市寸島姫命

（いちきしまひめのみこと）・多岐津比賣命（たぎつひめのみこと）〕 

 

東 御 前 

神功皇后（じんぐうこうごう） 〔息長帯比賣命（おきながたらしひめのみこ

と）〕 

 

 

〝やわたのはちまんさん〟の名で親しまれる石清水八幡宮 

〝やわたのはちまんさん〟と親しまれる当

宮が御鎮座する八幡市・男山は、木津川・

宇治川・桂川の三川が合流し淀川となる地

点を挟んで天王山と対峙する位置にあり、

京・難波間の交通の要地であります。ま

た、南北朝時代の大小様々な戦い、羽柴秀

吉と明智光秀の天王山の合戦などで知られ

る政治上の重要な拠点でもありました。 

男山は都からみて裏鬼門(南西の方角)に位置し、鬼門（北東の方角）に位置する比叡

山延暦寺とともに都の守護、国家鎮護の社として篤い崇敬を受けてきました。 

この経済上、政治上、そして信仰上の要の地に御鎮座され、日本を平和と繁栄に導く

神として多くの人々に崇敬され、八幡大神様を祀る神社は全国津々浦々に数万社ある

ともいわれています。当宮の御祭神は御本殿中央に応神天皇様、西に比咩大神様、東

に神功皇后様をお祀りしています。この御本殿に鎮まる三座の神々を総称して八幡三

所大神（八幡大神）様と申し上げます。 

石清水八幡宮の歴史 



〝吾れ都近き男山の峯に移座して国家を鎮護せん〟 

平安時代始め、清和天皇の貞観元(859)年、

南都大安寺の僧・行教和尚は豊前国(現・大

分県)宇佐八幡宮にこもり日夜熱祷を捧げ、

八幡大神様の「吾れ都近き男山の峯に移座

して国家を鎮護せん」との御託宣を蒙り、

同年男山の峯に御神霊を御奉安申し上げた

のが当宮の起源です。そして朝廷は翌貞観

2(860)年、同所に八幡造(はちまんづくり)

の社殿(六宇の宝殿[ろくうのほうでん])を

造営し、4 月 3 日に御遷座されました。天慶 2(939)年に起こった平将門・藤原純友の

乱の折には、朝廷よりご請願があり八幡大神様の御神威をもって速やかに平定されて

以来、国家鎮護の社として皇室の御崇敬は益々厚いものとなり、 天皇の行幸や上皇

の御幸は、円融天皇(第 64 代)の行幸以来、実に 240 余度にも及び、伊勢の神宮に次ぐ

第二の宗廟とも称されました。明治の初めには官幣大社に列せられ、「男山八幡宮」

と改称されましたが、「石清水」の社号は創建以来の由緒深い社号であるため、大正

7 年には再び「石清水八幡宮」と改称され現在に至ります。 

 

御神徳 －世は変われども神は変わらず－ 

八幡大神様は男山に御鎮座され、都の守護

神、国家安泰の神として朝廷はもとより広

く国民に篤い崇敬を受けてまいりました。

特に清和天皇の嫡流である源氏一門は八幡

大神様を氏神として尊崇し、その信奉の念

は格別で全国各地に八幡大神様を勧請しま

した。源義家は石清水八幡宮で元服し自ら

を「八幡太郎義家」と名乗ったことは有名

です。以来、国家鎮護、厄除開運、必勝・弓矢の神として時代を超えて人々の篤い信

仰を受けてきました。 とりわけ当宮の厄除信仰の歴史は古く、今なお全国屈指の厄除

の神社として新春の厄除大祭を始め年間を通し参拝に訪れる方々は跡を絶ちません。  

「世は変われども神は変わらず」－八幡大神御託宣－ 

八幡大神様の御神徳はまさに広大無辺であります。 


